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 令和４年（２０２２年）、感染症の収束はもう少し先になりそうですが、感染拡大防止に配慮

した、新しいスタイルでの行事や活動が行えた２学期であり１年でした。子どもたちのがんばり

と皆様のご協力に感謝します！ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一歩前へ  

12 月初めの個別懇談

に合わせて、体育館に

各学年の絵画作品を展

示しました。 

保護者の皆様にご覧

いただくとともに、子

どもたちも鑑賞学習を

行い、作品で工夫され

ている点などを熱心に

メモしていました。 

12月 13日(火)に、冬の下小フェスが行われました。これは各学年でお店（ブース）を出し、

それらを回って楽しむ縁日のような行事です。児童会が企画運営し、お店の内容は学年で話し

合って内容を決め、協力して準備と運営を行いました。 

子どもたちはお客さんとお店運営を前半と後半で入れ替えて行い、全員が「楽しむ・楽しま

せる」体験をしました。みんな生き生きとした笑顔で楽しく活動することができました。 

12 月７日(水)に人権集会が

行われました。 

11 月に６年生が糸魚川東中

学校での「いじめ見逃しゼロス

クール集会」で学んできたこと

を伝え、いじめのない学校で一

人一人の人権を守っていくこ

とを全校で確認しました。 

かん字パズルのブース 一番動かないじぞうさまはだーれだのブース 田植えゲームのブース 

お知らせ：１２月の秀句は１月に紹介します。ご了承ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆充実した冬休みってなんだろう        12月 23日(金) 全校集会講話より 

 今日で 80日の２学期が終わり、明日から冬休みですね。冬休みは、子どもにとって楽しいこ

とがたくさんあるお休みだと思います。プレゼントがあるクリスマスがあったり、夜更かしし

てもよい大みそかがあったり、もらえるものがあるお正月があったり…考えただけでわくわく

しますね。 

そんな冬休みですが、ぜひがんばってもらいたいものがあります。それはお手伝いです。年

末年始は１年のしめくくりとスタートです。だからこそ冬休みにはお手伝いをたくさんしてほ

しいのです。 

 私が子どもだった頃、家は食料品店（小さいスーパーマーケットのような店。今はほとんど

なくなった）をしていました。その頃はコンビニなど便利なお店はなく、お正月はほぼ全ての

お店が閉まってしまうため、みんな大みそかまでにお正月に食べたり飲んだりするものを準備

していました。ですのでお店は大忙し。父や母はお客さんに食料品やおそうざいを売りながら

掃除や新年の準備をしていました。また、その頃は今よりも雪がたくさんふったので（地球が

温暖化していなかった？）雪かきもたいへんな仕事でした。 

 そんな様子だったので、私も小学生のころから年末はお店の仕事を手伝っていました。お客

さんから電話で注文されたものを届ける配達という手伝いをよくしていました。雪が降ってい

るので、歩いてしか荷物を届けられないところがたくさんあったのですが、そういうところに

届けていました。雪の中、重い荷物を背負って雪道を歩くのはとても大変だし寒いので、面倒

だなと思うことがたくさんあったように覚えています。 

 しかし、よいこともたくさんありました。荷物を届けるとそこの家の人が「ごくろうさん、

ありがとうね」と言ってくれたり、お駄賃だといってお菓子をもらったりすることがありまし

た。町中だったのですが、普段は行かないような通りに行って、ちょっとした探検のような気

分にわくわくしたこともありました。届けたその場でお金を払ってもらうこともあり、暗算で

おつりを計算する力がつきました。「領収書（今でいうとレシート）」という言葉を知ったの

もそのお手伝いを通してでした。重い荷物を持つ体力もつきました。 

 でも、一番よかったのは、手伝いをして一生懸命働いているという満足感でした。寒いし面

倒だと思う反面、お手伝いを全部終わらせたときのすっきり感、父や母からありがとうと言っ

てもらった時のやったぞ感が味わえたのです。 

この感覚をみなさんにも味わってほしいので、ぜひこの冬休みにはお手伝いをがんばってほ

しいと願っています。 

 寒くなって、新型コロナウイルス感染症もまたまた流行しています。インフルエンザも油断

できません。健康に十分気を付けて、勉強も、運動も、手伝いも充実した冬休みにしてくださ

い。そして、家族との時間を大切に過ごしてください。 

 年末年始、学校の

玄関に立派な正月

飾りを飾ります。こ

れは、５年生の親子

ＰＴＡ活動で講師

をしてくださった

能生の橋立様より

いただいたお飾り

です。ぜひご覧にな

ってください。 

 12月 21日(水)に、クロスカントリースキー元

日本代表の駒村俊介様をお招きして、４～６年

生にお話とトレーニングの指導をしていただき

ました。 

駒村様は妙高市の妙高高原ご出身です。2006

年のトリノオリンピック(イタリア)や、ドイツ、

札幌での世界選手権で日本代表として活躍され

ました。また、日本選手権、国体等で優勝されて

います。 

クロカンに取り組む下小の子どもたちに、ご

自身の経験を語っていただき、トレーニング方

法についてアドバイスをいただきました。 



 


